
9 月10日（金）　10：30 ～ 16：30
第 9講 XSLT入門「XMLで XMLを処理する？」　　岩井　茂樹

XSLTとは，XML文書にたいして，構造を変更したり，抽出・検索を行ったりすXSLTとは，XML文書にたいして，構造を変更したり，抽出・検索を行ったりすXSLTとは，XML文書にたいして，構造を変更したり，抽出・検索を行ったりす
るために設計されたスクリプト言語である。たとえば，XML文書になっているるために設計されたスクリプト言語である。たとえば，XML文書になっているるために設計されたスクリプト言語である。たとえば，XML文書になっているるために設計されたスクリプト言語である。たとえば，XML文書になっている
電子テキストや資料を，Webサイト上で利用するには，XML文書を HTML電子テキストや資料を，Webサイト上で利用するには，XML文書を HTML
文書や XHTML文書に変換する必要が生じる。そのさい，まず章や節の表文書や XHTML文書に変換する必要が生じる。そのさい，まず章や節の表
題だけを取りだして，本文へのリンク付き目次を用意できると便利であ題だけを取りだして，本文へのリンク付き目次を用意できると便利であ

る。また，閲覧者から送られた語句によって検索をおこない，結果を表示する仕組みもる。また，閲覧者から送られた語句によって検索をおこない，結果を表示する仕組みも
必要かもしれない。XML文書にたいしてこうした操作をおこなうさいに，XSLTで書必要かもしれない。XML文書にたいしてこうした操作をおこなうさいに，XSLTで書
かれたスタイルシートが威力を発揮する。この XSLTで書かれたスタイルシート自体もかれたスタイルシートが威力を発揮する。この XSLTで書かれたスタイルシート自体も
じつは XML文書であり，すべての命令や関数にタグが付いている。データであろうと，じつは XML文書であり，すべての命令や関数にタグが付いている。データであろうと，
プログラムのソースであろうと，すべての文書を XML化してしまおうという志向が吉プログラムのソースであろうと，すべての文書を XML化してしまおうという志向が吉
とでるか凶とでるか，まずは試してみよう。

第10講　多言語情報処理概論「漢字政策と漢字情報処理」　　　安岡　孝一
戦後の近代化の波は各国の漢字政策にまで波及し，漢字文化圏は中国・台湾・日本・韓国の戦後の近代化の波は各国の漢字政策にまで波及し，漢字文化圏は中国・台湾・日本・韓国の
4つに分断されたまま，それぞれが独自の漢字を発展させる結果となった。ところが20世紀末4つに分断されたまま，それぞれが独自の漢字を発展させる結果となった。ところが20世紀末
のインターネットの普及は，これら 4つの「国」における漢字の違いを，あらためて問い直す契機のインターネットの普及は，これら 4つの「国」における漢字の違いを，あらためて問い直す契機
となった。そのような中，漢字情報処理はどのように揺れ動き，またその将来はどうなっていくのか。となった。そのような中，漢字情報処理はどのように揺れ動き，またその将来はどうなっていくのか。
この講義では，複数の言語にわたる漢字情報処理の過去と未来について論説する。この講義では，複数の言語にわたる漢字情報処理の過去と未来について論説する。
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2004年9月6日㈪～9月10日㈮
場　所　京都大学人間・環境学研究科棟433・434演習室
定　員　約10名
セミナー内容 ●漢字情報学序説 ●TEX，LATEX演習

●多言語化概論 ●マークアップ概論

●XML，XMLプログラミング演習

●XSLT入門 ●多言語情報処理概論

あなたは漢字が好きですか。それとももう漢字は要りませんか。漢字はいま大きなチャ
レンジを受けています。このプログラムでは、コンピュータと漢字のより好い関係を築
くために、東アジア的規模でさまざまな方策を考えます。 （高田時雄）

2004年度東アジア人文情報学サマーセミナー



9 月 6 日（月）　10：30 ～ 16：30
開会式
第 1講　漢字情報学序説「入力，出力，そして検索」　　　安岡　孝一

文字に対する情報処理の基本は，入力・出力・検索である。漢字に対しても，この点
は変わりない。しかし，たかだか26種類の文字か，あるいはその倍も処理すればよい
欧米諸語とは異なり，漢字情報処理は10,000種類を超える文字を相手にしなければなら
ない。そこにはおのずから，漢字情報処理ならではの手法，工夫，面白味あるいは限
界がある。この講義では，漢字情報学の入門編として，その手法や面白味をわかりや
すく解説する。

第 2講　TeX入門「人文系研究者のための文書整形術」　　　真下　裕之
文書の体裁を整えるために，なぜワープロではなく TeXを用いるのか。この講義では，
TeXの基礎知識を学ぶことによって，ワープロに対する TeXの数多くの長所（およTeXの基礎知識を学ぶことによって，ワープロに対する TeXの数多くの長所（およTeXの基礎知識を学ぶことによって，ワープロに対する TeXの数多くの長所（およTeXの基礎知識を学ぶことによって，ワープロに対する TeXの数多くの長所（およTeXの基礎知識を学ぶことによって，ワープロに対する TeXの数多くの長所（およTeXの基礎知識を学ぶことによって，ワープロに対する TeXの数多くの長所（およ
びいくつかの短所）を解説する。また文書整形の他に，TeXが備えている便利な機能びいくつかの短所）を解説する。また文書整形の他に，TeXが備えている便利な機能びいくつかの短所）を解説する。また文書整形の他に，TeXが備えている便利な機能びいくつかの短所）を解説する。また文書整形の他に，TeXが備えている便利な機能びいくつかの短所）を解説する。また文書整形の他に，TeXが備えている便利な機能びいくつかの短所）を解説する。また文書整形の他に，TeXが備えている便利な機能
のいくつかも紹介する。そのうえで，TeXの使用が人文系研究者にもたらす二次的な
利点についても考えたい。

実習 1　TeX演習

9 月 7 日（火）　10：30 ～ 16：30
第 3講　LaTeX応用「効率的な文書作成のために」　　　守岡　知彦

LaTeXによる文書作成において，良く使われる幾つかの環境やコマンドを紹介する。LaTeXによる文書作成において，良く使われる幾つかの環境やコマンドを紹介する。
特に，論文などの大きな文書を対象にファイル分割や相互参照，文献引用の方法など特に，論文などの大きな文書を対象にファイル分割や相互参照，文献引用の方法など
も紹介し，BibTeXによる参考文献情報の管理法も紹介する。

第 4講　多言語化概論「Ω , TeXと OTFパッケージ」　　　宮崎　　泉
文字空間を 16bitに拡張して多言語化に正面から取り組んだ Ω は，OTPという枠組
みを用意することで柔軟な拡張性を持つ。この OTPを利用して，CHISEの多漢字環
境を印刷する方法を説明するとともに，漢字以外の文字も含めた多スクリプト環境の
印刷の可能性を紹介する。また，多漢字環境だけを必要とする人のために，pTeXと
OTFパッケージを利用した，より日本語の組版に適した方法も紹介したい。

実習 2　LaTeX演習
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 東アジア人文情報学サマーセミナー・カリキュラム 東アジア人文情報学サマーセミナー・カリキュラム 東アジア人文情報学サマーセミナー・カリキュラム 東アジア人文情報学サマーセミナー・カリキュラム



2004年度

 東アジア人文情報学サマーセミナー・カリキュラム 東アジア人文情報学サマーセミナー・カリキュラム
9 月 8 日（水）　10：30 ～ 16：30
第 5講　マークアップ概論「マークアップ概念の導入― LaTeXを例に」 守岡　知彦
LaTeXによる文書作成を例にマークアップ概念を説明する。LaTeX文書の使い回しを例に文書の論
理構造と見掛けの情報の分離する手法を説明する。また，LaTeXの問題点を概説するとともに，よ
り一般的なマークアップ言語の必要性を説明する。

第 6講　XML入門「The Basics― Understanding and Using XML」 C.ウイッテルン
In recent years, XML has become the major standard for text encoding and text 
interchange. Any researcher in the humanities, who wants to use his computer 
for more than as a fancy typewriter, should add knowledge of XML to his tool-
box ; this will enable him to query, analyze and interpret texts he wants to work 
with. At the same time, XML can also be used to write articles and other texts. 
In this course, we will fi rst introduce the foundations of XML, the underlying con-In this course, we will fi rst introduce the foundations of XML, the underlying con-In this course, we will fi rst introduce the foundations of XML, the underlying con-

cept of texts and other related technologies. We will then proceed to introduce some of the possi-cept of texts and other related technologies. We will then proceed to introduce some of the possi-cept of texts and other related technologies. We will then proceed to introduce some of the possi-cept of texts and other related technologies. We will then proceed to introduce some of the possi-cept of texts and other related technologies. We will then proceed to introduce some of the possi-cept of texts and other related technologies. We will then proceed to introduce some of the possi-cept of texts and other related technologies. We will then proceed to introduce some of the possi-
bilites and applications XML has been put to so far.

実習 3　XML・マークアップ演習

9 月 9 日（木）　10：30 ～ 16：30
第 7講　XML応用「Applications of XML第 7講　XML応用「Applications of XML― XML for Text Encoding」 C.ウイッテルン
In building on the basic knowlegde of XML, we will now introduce some of the applications of In building on the basic knowlegde of XML, we will now introduce some of the applications of 
XML in more detail, especially the markup vocabulary and recommendations published by the XML in more detail, especially the markup vocabulary and recommendations published by the 
Text Encoding Initiative（TEI）. Using some concrete examples, we will introduce basic tech-
niques of document analysis and how to translate the results of such an analysis to markup 
and subsequently apply them to the text. If time allows, we will also demonstrate how to 
transfer the markup thus created for various purposes.

第 8講　XMLプログラミング入門「正規表現と XML文書の操作」　　　師　茂樹第 8講　XMLプログラミング入門「正規表現と XML文書の操作」　　　師　茂樹
プログラミング言語を用いて，XMLでマークアップされた漢字文献を操作する基本的
な方法を学ぶ。文字列の柔軟な検索・置換が可能な正規表現について漢字文献の特性
を踏まえつつ紹介した後，XML文書の構造を操作するための代表的な方法である
DOMや SAXなどについて概観する。余力があれば多言語処理などについても一瞥し
たい。

実習 4　プログラミング演習


